
　

昨
年
度
、市
の
普
通
会
計
は
６
億
４
１
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
借
入
金
で
あ
る
市
債
は
、12
億
８
６
０
０
万
円
増
え
、

５
１
７
億
７
４
０
０
万
円
（
２
・５
％
増
）、積
立
金
で
あ
る
基
金
は
、３
億
３
３
０
０
万
円
増
え
、３
８
９
億
８
９
０
０
万
円
（
０
・

９
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
詳
細
を
市
民
の
福
祉
・
暮
ら
し
や
安
全
を
守
る
視
点
で
紹
介
し
ま
す
。

日本共産党高槻市会議員団　市政資料　　NO.442 ホームページアドレスhttp://www.jcp-takatuki.jp  Eメールアドレス shigidan@jcp-takatuki.jp （1）　2016.９.16

出町ゆかり

昨
年
度
決
算
示
さ
れ
る

昨
年
度
決
算
示
さ
れ
る

　

消
費
税
を
財
源
と
す
る
市
町
村
へ
の
交
付
金
＝
地
方
消
費
税
交

付
金
が
28
億
５
０
０
万
円
増
え
ま
し
た
（
75
・
９
％
増
）。
８
％
増

税
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
国
は
交
付
金
の
増
を
理
由
に
、

全
国
ど
こ
で
も
一
定
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
地

方
に
分
配
し
て
い
る
地
方
交
付
税
を
減
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
消

費
税
増
税
は
社
会
保
障
の
充
実・安
定
化
の
た
め
」と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
全
体
で
は
増
税
分
の
16
％
し
か
使
わ
れ
ず
、
社
会
保

障
は
ほ
と
ん
ど
拡
充
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
は
法
人
市
民
税
の
一
部
を
地
方
交
付
税
の
財
源
に
す
る
に
と

し
て
、
国
が
強
制
的
に
地
方
税
か
ら
国
税
に
移
し
ま
し
た
。
そ
の

影
響
で
、
高
槻
市
で
は
、
法
人
税
収
が
約
３
億
４
０
０
０
万
円
減

り
ま
し
た
。

　

国
は
地
方
間
の
税

収
の
格
差
を
是
正
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、

地
方
の
税
収
格
差
を

少
な
く
す
る
の
は
、

国
が
財
政
的
な
責
任

を
負
っ
て
行
な
う
べ

き
で
す
。
ま
た
、
地

方
交
付
税
は
、
国
の

意
向
に
左
右
さ
れ
る

不
安
定
な
財
源
で
、

国
へ
の
依
存
が
強
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

９月
議会

国
の
税
制
改
悪
で
法
人
税
収
が
減

消
費
税
増
税
の
影
響

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
増

国
の
税
制
改
悪
で
法
人
税
収
が
減

消
費
税
増
税
の
影
響

　

昨
年
度
、
国
は
市
町
村
の
強
い
要
望
に
押
さ
れ
、
市
町
村
国
保

へ
の
補
助
を
増
や
し
ま
し
た
。
高
槻
市
へ
の
補
助
は
約
６
億
２
７

０
０
万
円
増
で
、加
入
者
１
人
当
た
り
７
０
４
１
円
で
す
。し
か
し
、

一
方
で
、
保
険
料
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
額
約
１
億
８

９
０
０
万
円
、
１
人
当
た
り
２
１
１
８
円
の
負
担
増
で
す
。
ま
た
、

一
昨
年
度
ま
で
、
低
所
得
世
帯
の
保
険
料
を
２
年
間
す
え
置
く
減

免
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
値
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
、
国
保
会
計
の
累
積
黒
字
は
、
約
１
億
３
４
０
０
万
円

増
え
、約
３
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は
、本
会
議
で「
値

上
げ
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」「
収
入
が
少
な

い
加
入
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
必
要
の
な
い
値
上
げ
は
し
な
い
こ

と
が
大
事
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ

　

介
護
保
険
は
、昨
年
度
、国
が
利
用
者
の
負
担
を
増
や
し
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

も
原
則
要
介
護
３
以
上
に
限
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
労
働
者
の
給
料

の
安
さ
や
労
働
条
件
の
悪
さ
な

ど
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
町
議
員
は
「
利
用
者
、
介
護

事
業
所
、
そ
こ
で
働
く
人
な
ど

す
べ
て
に
大
き
な
負
担
を
与
え

て
い
る
」「
制
度
が
存
続
で
き

る
か
危
惧
す
る
」
と
国
の
姿
勢

を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
増

制度 改悪内容 件数

施設入所者の
食費・居住費
負担の助成

配偶者が住民税課税の
人や一定以上の預金が
ある人は助成対象外に

一定収入以上の人が２
割負担に

利用料

315件

2,266件

地方交付税法等改正

＜改悪前＞ ＜改悪後＞

法
人
市
民
税

　（
地
方
税
）

法
人
市
民
税

　（
地
方
税
）

交
付
税
特
別
会
計

地
方

法
人
税

（
国
税
化
） 国へ

（財務省資料をもとに作成）

昨年度の介護保険利用者の負担増（８月から）

（　　）７月と
８月を
比べて
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高
槻
市
で
の
対
象
者
外
し
の
影
響

老
人
医
療
削
減（
65
歳
以
上
）

　

現
行
の
福
祉
医
療
助
成
は
、
患
者
の
窓
口
負
担
５
０
０
円
、
１

医
療
機
関
あ
た
り
月
１
０
０
０
円
ま
で
の
負
担
で
す
。
複
数
の
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
と
し
て
も
月
２
５
０
０
円
ま
で
の
負
担
で
、

超
え
た
分
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

大
阪
府
の
改
定
案
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

65
歳
以
下
の
精
神
障
害
者
１
級
と
重
度
難
病
患
者
を
対
象
に
加
え

ま
す
。
精
神
障
害
者
は
入
院
も
３
か
月
ま
で
は
助
成
し
ま
す
。

　

一
方
で
老
人
医
療
助
成
制
度
を
実
質
廃
止
し
、
65
歳
以
上
で
精

神
１
級
以
外
の
精
神
通
院
患
者
や
重
度
以
外
の
難
病
患
者
な
ど
約

３
万
６
３
０
０
人
が
対
象
外
に
（
18
年
８
月
ま
で
は
経
過
措
置
あ

り
）。　

ま
た
、
窓
口
負
担
額
は
、
通
院
し
て
調
剤
薬
局
で
薬
を
も

ら
っ
て
も
５
０
０
円
で
す
。
見
直
し
案
で
は
、
病
院
の
窓
口
負
担

だ
け
で
な
く
調
剤
薬
局
で
も
５
０
０
円
が
必
要
で
、
１
回
の
通
院

で
倍
の
１
０
０
０
円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
１
医
療
機
関
月
１
０

０
０
円
ま
で
の
負
担
で
し
た
が
、
撤
廃
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
環
境
で
子
ど
も
の
将
来
を
左
右
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
法
律
が
２
０
１
３
年
に
成
立
。

こ
れ
を
受
け
て
、
足
立
区
は
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
本
部
」
を
２
０

１
４
年
度
に
設
置
し
、
２
０
１
５
年
度
に

は
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
実
態
調
査
を
区

独
自
に
実
施
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
度

か
ら
２
０
１
９
年
度
ま
で
の
計
画
で『
未

来
へ
つ
な
ぐ
あ
だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』足
立

区
子
ど
も
の
貧
困
対
策
実
施
計
画
を
策

定
。
学
習
支
援
や
健
康
・
生
活
支
援
、
相

談
機
能
の
連
携
強
化
の
推
進
な
ど
、
計
画

の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

大
阪
府
は
、
子
ど
も
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
障
害
者
・
老
人
が
対
象
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
改
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
助
成
対

象
を
一
部
拡
大
す
る
も
の
の
、
必
要
経
費
は
患
者
負
担
増
や
対
象
者
の
一
部
を
外
す
こ
と
で
ま
か
な
う
方
向
で
す
。

　

福
祉
医
療
対
象
者
の
２
０
１
５
年
度
実
績
で
は
、
精
神
１
級
以

外
７
６
９
人
、
難
病
重
度
以
外
９
８
９
人
、
結
核
17
人
で
す
。
そ

の
内
、
精
神
１
級
や
重
度
難
病
の
人
は
年
齢
に
関
係
な
く
引
き
続

き
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
●
●
会
派
視
察
●
●
●

『
未
来
へ
つ
な
ぐ
あ
だ
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

大
阪
府
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
再
構
築（
案
）示
さ
れ
る

患
者
負
担
増
な
し
で
制
度
拡
充
を

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」と「
介
護
総
合
事
業
」を
視
察（
８
月
22・23
日
）

高
槻
市
へ
要
望
書
提
出

制
度
改
定
の
方
向

　

府
は
、
早
け

れ
ば
17
年
11
月
に

も
見
直
し
を
実
施

す
る
と
し
て
お

り
、
市
町
村
で
も

来
年
度
予
算
、
あ

る
い
は
補
正
予
算

で
提
案
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま

す
。

大阪府が検討している窓口負担増
現　行 見直しの方向

障がい者医療拡大と老人医療削減

受診 １回500円 １回500円

１回500円

1000円 撤　廃

なし調剤薬局
１医療機関での
１ヵ月の負担額

　

国
立
市
で
は
昨
年
４
月
か
ら
、
要
支
援
１
、
２
の
介
護
予
防
給

付
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
移
行
さ
せ
ま
し
た
。
国
立
市
で
は
、
認
知
機
能
の
低
下
に

よ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
方
、
退
院
直
後
で
状
態
が
悪
化

し
や
す
い
方
な
ど
は
、
現
行
の
訪
問
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

人
と
し
、
そ
れ
以
外
は
基
準
を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
主
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
法
人
、
民
間
企
業
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
で
は
す
で
に
自
治
会
な
ど
で
自
主
的
な
介
護
予
防
を
し
て

い
る
人
が
多
く
、
現
在
、
訪
問
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

　

著
し
い
生
活
の
変
化
が
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
必
要
な
支
援
を

継
続
し
、
並
行
し
て
地
域
に
よ
る
支
援
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

国
立
市
の
介
護
総
合
事
業
に
つ
い
て

・新たな助成の導入を検討

・65歳以上の重度でない人の切り捨て

精神１級入・通院
重度の難病患者

精神１級以外の人
重度でない難病

新たに対象に

対象外に

国
立
市
の
介
護
総
合
事
業
に
つい
て

説
明
を
う
け
る
議
員
団 
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